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未完成の状況と推進にあたっての課題

「ならHeart & Heart」（生活記録）の活用と周知啓発

　１、内部啓発と組織再興
　　　育成会会員が自分のこと（わが子のこと）と捉え、書き込み、様々な場面での活用
　　を目指す。
　　①県総会で、全会員への配布を行う。
　　②市町村支部総会で、説明を行う。
　　③市町村会長及び理事に対し研修を行う。
　　④各市町村・圏域において、会員向け研修を行う。

　２、外部啓発
　　①障がい者福祉制度が、「親なき後・家族の加齢」に備えた安心できるものとなってい
　　　るかを検証する。

委 員 会 ・ 部 会 の 実 績 報 告

（ Ｈ ２ ３ 年 度 ） 平 成 24 年 3 月 30 日

委員 会 、 部会

委 員 長 名 ：

Ｈ２３年度末
の 成 果
進 捗 状 況

１、「ならHeart & Heart」（生活記録）を作成しました。
　　併せて、「記入例」モデルを作成しました。

　①新成人に進呈しました。

　②奈良県知事にその必要性を伝えました。


